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○
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
条
関
係
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

改 
 

 

正 
 

 

案 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

現 
 

 
 

 
 

行 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
） 

第
二
章 

刑
事
処
分
（
第
五
条
―
第
十
六
条
） 

  

附
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
売
春
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を
害
し
、
性
道
徳
に
反
し
、

社
会
の
善
良
の
風
俗
を
み
だ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
売
春
を
助
長
す
る

行
為
等
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
売
春
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。 

  

〔
削
る
〕 

  

〔
削
る
〕 

 

目
次 第

一
章 

総
則
（
第
一
条
―
第
四
条
） 

第
二
章 

刑
事
処
分
（
第
五
条
―
第
十
六
条
） 

第
三
章 

補
導
処
分
（
第
十
七
条
―
第
三
十
三
条
） 

第
四
章 

保
護
更
生
（
第
三
十
四
条
―
第
四
十
条
） 

附
則 

 

（
目
的
） 

第
一
条 

こ
の
法
律
は
、
売
春
が
人
と
し
て
の
尊
厳
を
害
し
、
性
道
徳
に
反
し
、

社
会
の
善
良
の
風
俗
を
み
だ
す
も
の
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
売
春
を
助
長

す
る
行
為
等
を
処
罰
す
る
と
と
も
に
、
性
行
又
は
環
境
に
照
し
て
売
春
を
行
う

お
そ
れ
の
あ
る
女
子
に
対
す
る
補
導
処
分
及
び
保
護
更
生
の
措
置
を
講
ず
る

こ
と
に
よ
つ
て
、
売
春
の
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。 

 

第
三
章 

補
導
処
分 

 
（
補
導
処
分
） 

第
十
七
条 
第
五
条
の
罪
を
犯
し
た
満
二
十
歳
以
上
の
女
子
に
対
し
て
、
同
条
の

罪
又
は
同
条
の
罪
と
他
の
罪
と
に
係
る
懲
役
又
は
禁
錮
に
つ
き
そ
の
刑
の
全
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〔
削
る
〕 

  

〔
削
る
〕 

     

〔
削
る
〕 

   

〔
削
る
〕 

   

部
の
執
行
を
猶
予
す
る
と
き
は
、
そ
の
者
を
補
導
処
分
に
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

補
導
処
分
に
付
さ
れ
た
者
は
、
婦
人
補
導
院
に
収
容
し
、
そ
の
更
生
の
た
め

に
必
要
な
補
導
を
行
う
。 

 

（
補
導
処
分
の
期
間
） 

第
十
八
条 

補
導
処
分
の
期
間
は
、
六
月
と
す
る
。 

 

（
保
護
観
察
と
の
関
係
） 

第
十
九
条 

第
五
条
の
罪
の
み
を
犯
し
た
者
を
補
導
処
分
に
付
す
る
と
き
は
、
刑

法
第
二
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。
同
法
第
五
十
四
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
第
五
条
の
罪
の
刑
に
よ
つ
て
処
断
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
も
、

同
様
と
す
る
。 

 
 
 （

補
導
処
分
の
言
渡
） 

第
二
十
条 

裁
判
所
は
、
補
導
処
分
に
付
す
る
と
き
は
、
刑
の
言
渡
と
同
時
に
、

判
決
で
そ
の
言
渡
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
勾
留
状
の
効
力
） 

第
二
十
一
条 

補
導
処
分
に
付
す
る
旨
の
判
決
の
宣
告
が
あ
つ
た
と
き
は
、
刑
事

訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
三
百
四
十
三
条
か
ら
第
三

百
四
十
五
条
ま
で
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。 
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〔
削
る
〕 

                   

〔
削
る
〕 

 

（
収
容
） 

第
二
十
二
条 

補
導
処
分
に
付
す
る
旨
の
裁
判
が
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
収

容
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
検
察
官
は
、
収
容
状
を
発
す
る
こ
と
が
で
き

る
。 

２ 

収
容
状
に
は
、
補
導
処
分
の
言
渡
を
受
け
た
者
の
氏
名
、
住
居
、
年
齢
、
収

容
す
べ
き
婦
人
補
導
院
そ
の
他
収
容
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
に
裁
判

書
又
は
裁
判
を
記
載
し
た
調
書
の
謄
本
又
は
抄
本
を
添
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

収
容
状
は
、
検
察
官
の
指
揮
に
よ
つ
て
、
検
察
事
務
官
、
警
察
官
又
は
婦
人

補
導
院
の
長
若
し
く
は
そ
の
指
名
す
る
婦
人
補
導
院
の
職
員
若
し
く
は
刑
事

施
設
の
長
若
し
く
は
そ
の
指
名
す
る
刑
事
施
設
の
職
員
が
執
行
す
る
。
収
容
状

を
執
行
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
執
行
の
日
時
、
場
所
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
記

載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

収
容
状
に
つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
七
十
一
条
、
第
七
十
三
条
第
一
項
及

び
第
三
項
並
び
に
第
七
十
四
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。 

５ 

収
容
状
に
よ
つ
て
身
体
の
拘
束
を
受
け
た
日
数
は
、
補
導
処
分
の
期
間
に
算

入
す
る
。 

６ 

検
察
官
は
、
収
容
状
を
発
し
た
と
き
は
、
補
導
処
分
に
付
す
る
旨
の
裁
判
の

執
行
を
指
揮
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。 

 
（
補
導
処
分
の
競
合
） 

第
二
十
三
条 

補
導
処
分
に
付
す
る
旨
の
二
以
上
の
裁
判
が
同
時
に
又
は
時
を

異
に
し
て
確
定
し
た
場
合
に
お
い
て
、
二
以
上
の
確
定
裁
判
が
あ
る
こ
と
と
な
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〔
削
る
〕 

            

〔
削
る
〕 

    

つ
た
日
以
後
に
一
の
補
導
処
分
に
つ
い
て
執
行
（
執
行
以
外
の
身
体
の
拘
束
で

そ
の
日
数
が
補
導
処
分
の
期
間
に
算
入
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
が
行
わ
れ
た

と
き
は
、
そ
の
日
数
は
、
他
の
補
導
処
分
の
期
間
に
算
入
す
る
。 

 
 
 （

生
活
環
境
の
調
整
） 

第
二
十
四
条 

保
護
観
察
所
の
長
は
、
婦
人
補
導
院
に
収
容
さ
れ
て
い
る
者
に
つ

い
て
、
そ
の
社
会
復
帰
を
円
滑
に
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

そ
の
者
の
家
族
そ
の
他
の
関
係
人
を
訪
問
し
て
協
力
を
求
め
る
こ
と
そ
の
他

の
方
法
に
よ
り
、
釈
放
後
の
住
居
、
就
業
先
そ
の
他
の
生
活
環
境
の
調
整
を
行

う
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
の
規
定
に
よ
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律

第
八
十
八
号
）
第
六
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
二
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
（
労
役
場
に
留
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
、
当
該
労
役
場
が
附
置
さ
れ
た
刑
事
施
設
）
又
は
少
年
院
」
と
あ
る
の
は
、

「
婦
人
補
導
院
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
仮
退
院
を
許
す
処
分
） 

第
二
十
五
条 

地
方
更
生
保
護
委
員
会
（
以
下
「
地
方
委
員
会
」
と
い
う
。
）
は
、

補
導
処
分
に
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
を
も
つ

て
、
仮
退
院
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

婦
人
補
導
院
の
長
は
、
補
導
処
分
に
付
さ
れ
た
者
が
収
容
さ
れ
た
と
き
は
、

速
や
か
に
、
そ
の
旨
を
地
方
委
員
会
に
通
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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〔
削
る
〕 

  

３ 

婦
人
補
導
院
の
長
は
、
補
導
処
分
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
に
つ
い

て
、
仮
退
院
を
許
す
の
を
相
当
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
委
員
会
に
対
し
、
仮

退
院
を
許
す
べ
き
旨
の
申
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 

第
一
項
の
仮
退
院
に
つ
い
て
は
、
更
生
保
護
法
第
三
条
、
第
三
十
五
条
か
ら

第
三
十
七
条
ま
で
及
び
第
三
十
九
条
第
二
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を
準

用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
前
条
」
と
あ

る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
三
項
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
刑
事
施

設
（
労
役
場
に
留
置
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
労
役
場
が
附
置
さ
れ
た
刑

事
施
設
）
の
長
又
は
少
年
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院
の
長
」
と
、

同
法
第
三
十
六
条
第
二
項
中
「
刑
事
施
設
（
労
役
場
に
留
置
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
、
当
該
労
役
場
が
附
置
さ
れ
た
刑
事
施
設
）
又
は
少
年
院
」
と
あ
る
の
は

「
婦
人
補
導
院
」
と
、
同
法
第
三
十
七
条
第
二
項
中
「
第
八
十
二
条
第
一
項
」

と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
法
第
三
十
九
条
第

三
項
中
「
第
五
十
一
条
第
二
項
第
五
号
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
五
十
一
条
第
二
項
第
五
号
」
と
、
「
第
八

十
二
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
四
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四

項
中
「
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
一
項
」
と
、
「
刑

事
施
設
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
仮
退
院
中
の
保
護
観
察
） 

第
二
十
六
条 

仮
退
院
を
許
さ
れ
た
者
は
、
補
導
処
分
の
残
期
間
中
、
保
護
観
察

に
付
す
る
。 

２ 

前
項
の
保
護
観
察
に
つ
い
て
は
、
更
生
保
護
法
第
三
条
、
第
四
十
九
条
第
一
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項
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
一
条
、
第
五
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、

第
五
十
三
条
第
二
項
及
び
第
三
項
、
第
五
十
四
条
第
二
項
、
第
五
十
五
条
か
ら

第
五
十
八
条
ま
で
、
第
六
十
条
か
ら
第
六
十
四
条
ま
で
並
び
に
第
六
十
五
条
の

二
か
ら
第
六
十
五
条
の
四
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
の
規
定
中
「
保
護
観
察
対
象
者
」
と
あ
り
、
及
び
「
少
年
院
仮
退
院
者

又
は
仮
釈
放
者
」
と
あ
る
の
は
「
保
護
観
察
に
付
さ
れ
て
い
る
者
」
と
、
同
法

第
五
十
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
三
十
九
条
第
三
項
（
第
四
十
二
条
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
六
十
八
条
の
七
第
一
項
」
と
あ
り
、
及
び
同
項
第
四
号
中
「
第
三
十
九
条

第
三
項
（
第
四
十
二
条
及
び
第
四
十
七
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
又
は
第
六
十
八
条
の
七
第
一
項
（
第
七
十
八
条
の
二
第
一
項
に
お
い
て

準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
四

項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十
九
条
第
三
項
」
と
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
項

中
「
次
条
に
定
め
る
場
合
を
除
き
、
第
五
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
二

条
」
と
、
「
第
七
十
二
条
第
一
項
及
び
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
、
刑
法
第
二

十
六
条
の
二
、
第
二
十
七
条
の
五
及
び
第
二
十
九
条
第
一
項
並
び
に
少
年
法
第

二
十
六
条
の
四
第
一
項
及
び
第
六
十
六
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止

法
第
二
十
七
条
第
一
項
」
と
、
同
法
第
五
十
二
条
第
三
項
中
「
少
年
院
か
ら
の

仮
退
院
又
は
仮
釈
放
」
と
あ
る
の
は
「
仮
退
院
」
と
、
同
法
第
五
十
四
条
第
二

項
中
「
刑
事
施
設
の
長
又
は
少
年
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院
の
長
」

と
、
「
第
三
十
九
条
第
一
項
の
決
定
に
よ
り
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑
の
執
行

の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
を
釈
放
す
る
と
き
、
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
の
言
渡

し
を
受
け
て
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た
部
分
の
期
間
の
執
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行
を
終
わ
り
、
若
し
く
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
（
そ

の
執
行
を
終
わ
り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
時
に
他
に

執
行
す
べ
き
懲
役
又
は
禁
錮
の
刑
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
刑
の
執
行
を
終
わ

り
、
又
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
っ
た
こ
と
。
次
条
第
二
項
に
お

い
て
同
じ
。
）
に
よ
り
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
を
釈
放
す
る
と
き
、
又
は
第

四
十
一
条
若
し
く
は
第
四
十
七
条
の
二
の
決
定
若
し
く
は
収
容
可
能
期
間
の

満
了
に
よ
り
保
護
処
分
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
を
釈
放
す
る
と
き
」

と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
決
定
に
よ
り
、
補
導
処
分

の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
を
釈
放
す
る
と
き
」
と
、
同
法
第
五
十
五
条

第
二
項
中
「
刑
事
施
設
の
長
又
は
少
年
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院

の
長
」
と
、
「
懲
役
若
し
く
は
禁
錮
の
刑
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
に

つ
い
て
第
三
十
九
条
第
一
項
の
決
定
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事

項
（
そ
の
者
が
保
護
観
察
付
一
部
猶
予
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
猶
予
期
間
中
の

保
護
観
察
に
お
け
る
特
別
遵
守
事
項
を
含
む
。
）
が
定
め
ら
れ
た
と
き
、
保
護

観
察
付
一
部
猶
予
者
に
つ
い
て
そ
の
刑
の
う
ち
執
行
が
猶
予
さ
れ
な
か
っ
た

部
分
の
期
間
の
執
行
を
終
わ
り
、
若
し
く
は
そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
、

又
は
保
護
処
分
の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
第
四
十
一
条
の

決
定
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
、
若
し
く

は
第
四
十
七
条
の
二
の
決
定
若
し
く
は
収
容
可
能
期
間
の
満
了
に
よ
る
釈
放

の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
」
と
あ
る
の
は
「
補
導
処
分

の
執
行
の
た
め
収
容
し
て
い
る
者
に
つ
い
て
、
売
春
防
止
法
第
二
十
五
条
第
一

項
の
決
定
に
よ
る
釈
放
の
時
ま
で
に
特
別
遵
守
事
項
が
定
め
ら
れ
た
と
き
」
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と
、
同
法
第
六
十
三
条
第
七
項
中
「
少
年
鑑
別
所
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導

院
」
と
、
同
条
第
八
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
十
八
条
の
三
第
一
項
、
第
七
十
三

条
第
一
項
、
第
七
十
三
条
の
四
第
一
項
、
第
七
十
六
条
第
一
項
又
は
第
八
十
条

第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
七
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す

る
第
七
十
三
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
九
項
中
「
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る

申
請
、
第
七
十
三
条
の
二
第
一
項
の
決
定
、
第
七
十
五
条
第
一
項
の
決
定
又
は

第
八
十
一
条
第
五
項
の
決
定
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
二
十
七
条
第
一

項
の
決
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
仮
退
院
の
取
消
し
） 

第
二
十
七
条 

地
方
委
員
会
は
、
保
護
観
察
所
の
長
の
申
出
に
よ
り
、
仮
退
院
中

の
者
が
遵
守
す
べ
き
事
項
を
遵
守
し
な
か
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
決
定
を
も

つ
て
、
仮
退
院
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

更
生
保
護
法
第
三
条
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
仮
退
院
の
取
消
し
に

つ
い
て
、
同
法
第
六
十
八
条
の
三
第
四
項
の
規
定
は
こ
の
項
に
お
い
て
準
用
す

る
同
法
第
七
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
留
置
に
つ
い
て
、
同
法
第
七
十
三

条
（
第
四
項
を
除
く
。
）
の
規
定
は
仮
退
院
中
の
者
に
つ
い
て
前
項
の
申
出
が

あ
る
場
合
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第

一
項
中
「
第
六
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第

二
十
六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
第
六
十
三
条
第
二
項
又
は
第
三
項
」

と
、
「
同
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
同
法
第
二
十
七
条
第
一
項

の
決
定
」
と
、
「
少
年
鑑
別
所
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院
」
と
、
同
条
第

三
項
中
「
第
七
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
」
と
あ
る
の
は
「
売
春
防
止
法
第
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二
十
七
条
第
一
項
の
決
定
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

仮
退
院
中
の
者
が
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
第
七
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
留
置
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
留
置
の
日
数
は
、
補
導
処
分

の
期
間
に
算
入
す
る
。 

４ 

仮
退
院
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、
検
察
官
は
、
収
容
の
た
め
再
収
容
状
を

発
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

再
収
容
状
に
は
、
仮
退
院
を
取
り
消
さ
れ
た
者
の
氏
名
、
住
居
、
年
齢
、
収

容
す
べ
き
婦
人
補
導
院
そ
の
他
収
容
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。 

６ 

再
収
容
状
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
二
条
第
三
項
か
ら
第
五
項
ま
で
の
規
定
を

準
用
す
る
。
た
だ
し
、
再
収
容
状
の
執
行
は
、
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
者
の

ほ
か
、
保
護
観
察
官
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
行
政
手
続
法
の
適
用
除
外
） 

第
二
十
七
条
の
二 

第
二
十
四
条
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
及
び
第
二
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
処
分
及
び
行
政
指
導
に
つ
い

て
は
、
行
政
手
続
法
（
平
成
五
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
二
章
か
ら
第
四
章
の

二
ま
で
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 

 

（
審
査
請
求
） 

第
二
十
八
条 

こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
の

規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て
し
た
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
、

中
央
更
生
保
護
審
査
会
に
対
し
、
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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２ 

前
項
の
審
査
請
求
に
つ
い
て
は
更
生
保
護
法
第
九
十
三
条
か
ら
第
九
十
五

条
ま
で
の
規
定
を
、
同
項
に
規
定
す
る
処
分
の
取
消
し
の
訴
え
に
つ
い
て
は
同

法
第
九
十
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
九
十
三

条
第
一
項
中
「
少
年
院
に
」
と
あ
る
の
は
「
少
年
院
若
し
く
は
婦
人
補
導
院
に
」

と
、
同
条
中
「
又
は
少
年
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
、
少
年
院
の
長
又
は
婦
人

補
導
院
の
長
」
と
、
同
法
第
九
十
五
条
中
「
六
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
三
十
日
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
更
生
保
護
法
の
準
用
） 

第
二
十
九
条 

更
生
保
護
法
第
九
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
は
こ
の
法
律
又

は
こ
の
法
律
に
お
い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
の
規
定
に
よ
る
地
方
委
員
会

又
は
保
護
観
察
所
の
長
の
処
分
又
は
そ
の
不
作
為
に
つ
い
て
の
審
査
請
求
に

つ
い
て
、
更
生
保
護
法
第
九
十
七
条
の
規
定
は
こ
の
法
律
又
は
こ
の
法
律
に
お

い
て
準
用
す
る
更
生
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
地
方
委
員
会
が
決
定
を
も
つ
て

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
処
分
に
係
る
審
理
及
び
決
定
に
関
す
る
記
録
に
つ

い
て
、
更
生
保
護
法
第
九
十
八
条
第
一
項
の
規
定
は
第
二
十
六
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
及
び
第
二
十

六
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

応
急
の
救
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
準
用
す
る
。 

 
（
仮
退
院
の
効
果
） 

第
三
十
条 
仮
退
院
を
許
さ
れ
た
者
が
、
仮
退
院
を
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

補
導
処
分
の
残
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
そ
の
執
行
を
受
け
終
つ
た
も
の
と
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す
る
。 

 

（
更
生
緊
急
保
護
） 

第
三
十
一
条 

婦
人
補
導
院
か
ら
退
院
し
た
者
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
り
補
導

処
分
の
執
行
を
受
け
終
わ
つ
た
も
の
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
更
生
保
護
法

第
八
十
五
条
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
、
同
条
か
ら
同
法
第
八
十

七
条
ま
で
及
び
同
法
第
九
十
八
条
の
規
定
を
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
同
法
第
八
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
八
十
六
条
第
二
項
中

「
刑
事
上
の
手
続
又
は
保
護
処
分
」
と
あ
る
の
は
「
補
導
処
分
」
と
、
同
項
中

「
検
察
官
、
刑
事
施
設
の
長
又
は
少
年
院
の
長
」
と
あ
る
の
は
「
婦
人
補
導
院

の
長
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
の
刑
事
上
の
手
続
に
関
与
し
た
検
察
官
又
は
そ

の
者
が
収
容
さ
れ
て
い
た
刑
事
施
設
（
労
役
場
に
留
置
さ
れ
て
い
た
場
合
に

は
、
当
該
労
役
場
が
附
置
さ
れ
た
刑
事
施
設
）
の
長
若
し
く
は
少
年
院
の
長
」

と
あ
る
の
は
「
が
収
容
さ
れ
て
い
た
婦
人
補
導
院
の
長
」
と
、
同
項
た
だ
し
書

中
「
仮
釈
放
の
期
間
の
満
了
に
よ
っ
て
前
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
し
た
者
又

は
仮
退
院
の
終
了
に
よ
り
同
項
第
九
号
に
該
当
し
た
者
」
と
あ
る
の
は
「
売
春

防
止
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
補
導
処
分
の
執
行
を
受
け
終
わ
っ
た
も
の

と
さ
れ
た
者
」
と
す
る
。 

 

（
執
行
猶
予
期
間
の
短
縮
） 

第
三
十
二
条 

婦
人
補
導
院
か
ら
退
院
し
た
者
及
び
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り

補
導
処
分
の
執
行
を
受
け
終
つ
た
と
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
退
院
の
時
又
は

補
導
処
分
の
執
行
を
受
け
終
つ
た
と
さ
れ
た
時
に
お
い
て
刑
の
執
行
猶
予
の
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期
間
を
経
過
し
た
も
の
と
み
な
す
。 

２ 

第
五
条
の
罪
と
他
の
罪
と
に
つ
き
懲
役
又
は
禁
錮こ

に
処
せ
ら
れ
、
補
導
処
分

に
付
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
、
刑
法
第
五
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
第
五

条
の
罪
の
刑
に
よ
つ
て
処
断
さ
れ
た
場
合
を
除
き
、
前
項
の
規
定
を
適
用
し
な

い
。 

 

（
補
導
処
分
の
失
効
） 

第
三
十
三
条 

刑
の
執
行
猶
予
の
期
間
が
経
過
し
、
そ
の
他
刑
の
言
渡
が
そ
の
効

力
を
失
つ
た
と
き
、
又
は
刑
の
執
行
猶
予
の
言
渡
が
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、

補
導
処
分
に
付
す
る
旨
の
言
渡
は
、
そ
の
効
力
を
失
う
。 

 

第
四
章 

保
護
更
生 

 

（
婦
人
相
談
所
） 

第
三
十
四
条 

都
道
府
県
は
、
婦
人
相
談
所
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

２ 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十

九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
は
、
婦
人
相
談
所

を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

婦
人
相
談
所
は
、
性
行
又
は
環
境
に
照
し
て
売
春
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る
女

子
（
以
下
「
要
保
護
女
子
」
と
い
う
。
）
の
保
護
更
生
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
、
主
と
し
て
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

要
保
護
女
子
に
関
す
る
各
般
の
問
題
に
つ
き
、
相
談
に
応
ず
る
こ
と
。 

二 

要
保
護
女
子
及
び
そ
の
家
庭
に
つ
き
、
必
要
な
調
査
並
び
に
医
学
的
、
心
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理
学
的
及
び
職
能
的
判
定
を
行
い
、
並
び
に
こ
れ
ら
に
付
随
し
て
必
要
な

指
導
を
行
う
こ
と
。 

三 

要
保
護
女
子
の
一
時
保
護
を
行
う
こ
と
。 

４ 

婦
人
相
談
所
に
、
所
長
そ
の
他
所
要
の
職
員
を
置
く
。 

５ 

婦
人
相
談
所
に
は
、
要
保
護
女
子
を
一
時
保
護
す
る
施
設
を
設
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。 

６ 

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
婦
人
相
談
所
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
。 

 

（
婦
人
相
談
員
） 

第
三
十
五
条 

都
道
府
県
知
事
（
婦
人
相
談
所
を
設
置
す
る
指
定
都
市
の
長
を
含

む
。
第
三
十
八
条
第
一
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
社
会
的
信
望
が
あ

り
、
か
つ
、
第
三
項
に
規
定
す
る
職
務
を
行
う
に
必
要
な
熱
意
と
識
見
を
持
つ

て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
、
婦
人
相
談
員
を
委
嘱
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

市
長
（
婦
人
相
談
所
を
設
置
す
る
指
定
都
市
の
長
を
除
く
。
）
は
、
社
会
的

信
望
が
あ
り
、
か
つ
、
次
項
に
規
定
す
る
職
務
を
行
う
に
必
要
な
熱
意
と
識
見

を
持
つ
て
い
る
者
の
う
ち
か
ら
、
婦
人
相
談
員
を
委
嘱
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

婦
人
相
談
員
は
、
要
保
護
女
子
に
つ
き
、
そ
の
発
見
に
努
め
、
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
指
導
を
行
い
、
及
び
こ
れ
ら
に
付
随
す
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 
（
婦
人
保
護
施
設
） 

第
三
十
六
条 

都
道
府
県
は
、
要
保
護
女
子
を
収
容
保
護
す
る
た
め
の
施
設
（
以

下
「
婦
人
保
護
施
設
」
と
い
う
。
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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〔
削
る
〕 

       

〔
削
る
〕 

        

〔
削
る
〕 

   

 

（
婦
人
相
談
所
長
に
よ
る
報
告
等
） 

第
三
十
六
条
の
二 

婦
人
相
談
所
長
は
、
要
保
護
女
子
で
あ
つ
て
配
偶
者
の
な
い

女
子
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
情
に
あ
る
女
子
及
び
そ
の
者
の
監
護
す
べ
き
児

童
に
つ
い
て
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
六
十
四
号
）
第
二
十

三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
母
子
保
護
の
実
施
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
た
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
者
を
当
該
母
子
保
護
の
実
施
に
係
る
都
道
府
県
又
は
市
町
村

（
特
別
区
を
含
む
。
）
の
長
に
報
告
し
、
又
は
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
民
生
委
員
等
の
協
力
） 

第
三
十
七
条 

民
生
委
員
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
に
定
め
る

民
生
委
員
、
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
、
保
護
司
法
（
昭
和
二
十
五
年

法
律
第
二
百
四
号
）
に
定
め
る
保
護
司
、
更
生
保
護
事
業
法
（
平
成
七
年
法
律

第
八
十
六
号
）
に
定
め
る
更
生
保
護
事
業
を
営
む
も
の
及
び
人
権
擁
護
委
員
法

（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
三
十
九
号
）
に
定
め
る
人
権
擁
護
委
員
は
、
こ
の

法
律
の
施
行
に
関
し
、
婦
人
相
談
所
及
び
婦
人
相
談
員
に
協
力
す
る
も
の
と
す

る
。 

 

（
都
道
府
県
及
び
市
の
支
弁
） 

第
三
十
八
条 

都
道
府
県
（
婦
人
相
談
所
を
設
置
す
る
指
定
都
市
を
含
む
。
第
四

十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
次
に
掲
げ
る
費
用

（
婦
人
相
談
所
を
設
置
す
る
指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
、
第
一
号
、
第
二
号
及
び

第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
に
限
る
。
）
を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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〔
削
る
〕 

   

〔
削
る
〕 

一 

婦
人
相
談
所
に
要
す
る
費
用
（
第
五
号
に
掲
げ
る
費
用
を
除
く
。
） 

二 

都
道
府
県
知
事
の
委
嘱
す
る
婦
人
相
談
員
に
要
す
る
費
用 

三 

都
道
府
県
の
設
置
す
る
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
に
要
す
る
費
用 

四 

都
道
府
県
の
行
う
収
容
保
護
（
市
町
村
、
社
会
福
祉
法
人
そ
の
他
適
当
と

認
め
る
者
に
委
託
し
て
行
う
場
合
を
含
む
。
）
及
び
こ
れ
に
伴
い
必
要
な
事

務
に
要
す
る
費
用 

五 

婦
人
相
談
所
の
行
う
一
時
保
護
に
要
す
る
費
用 

２ 

市
（
婦
人
相
談
所
を
設
置
す
る
指
定
都
市
を
除
く
。
第
四
十
条
第
二
項
第
二

号
に
お
い
て
同
じ
。
）
は
、
そ
の
長
が
委
嘱
す
る
婦
人
相
談
員
に
要
す
る
費
用

を
支
弁
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
都
道
府
県
の
補
助
） 

第
三
十
九
条 

都
道
府
県
は
、
社
会
福
祉
法
人
の
設
置
す
る
婦
人
保
護
施
設
の
設

備
に
要
す
る
費
用
の
四
分
の
三
以
内
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
国
の
負
担
及
び
補
助
） 

第
四
十
条 

国
は
、
政
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
都
道
府
県
が
第
三
十
八
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
弁
し
た
費
用
の
う
ち
、
同
項
第
一
号
及
び
第
五
号
に

掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
の
十
分
の
五
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。 

２ 
国
は
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
費
用
の
十
分
の
五
以
内
を

補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

一 

都
道
府
県
が
第
三
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
支
弁
し
た
費
用
の
う

ち
、
同
項
第
二
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
も
の
（
婦
人
相
談
所
を
設
置
す
る
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指
定
都
市
に
あ
つ
て
は
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
） 

二 

市
が
第
三
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
支
弁
し
た
費
用 

 
 

 
  

 


